
◆
わ
が
会
派
の
要
望
に
積
極
的
に
対
応
◆

　
当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
、
我
が
会
派
で
は
、
子
育
て
・
教
育
、
健

康
・
福
祉
、
安
全
・
安
心
、
魅
力
創
造
・
交
流
、
産
業
・
観
光
、
交
通

の
６
つ
の
政
策
の
柱
と
行
政
経
営
分
野
を
軸
と
し
、
13
項
目
の
最
重
点

要
望
事
項
を
は
じ
め
85
項
目
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
当

初
予
算
は
、
過
去
最
大
規
模
の
前
年
度
当
初
比
10
・
１
％
増
の
２
、
２

１
８
億
円
。
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
併
せ
て
、
持
続
可

能
な
財
政
構
造
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、
ま
ち
づ
く
り
の
好
循
環
を

生
み
出
す
施
策
・
事
業
へ
の
優
先
化
・
重
点
化
な
ど
、
限
り
あ
る
財
源

を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
活
用
、
喫
緊
か
つ
重
要
な
課
題
に
積
極
的
に

対
応
し
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
徹
底
を
図
っ
た
予
算
◆

　
市
税
収
入
に
つ
い
て
は
安
定
的
に
推
移
し
て
お
り
、
国
庫
支
出
金
は

前
年
度
比
14
・
１
％
増
の
４
１
４
億
円
を
確
保
。
財
政
調
整
基
金
な
ど

３
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
市
債
の
効
果
的
活
用
に
よ
り
財
政
調
整

基
金
等
の
残
高
目
標
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
市
債
残
高
は
、
大
型
建
設
事
業
の
集
中
で
一
時
的
に
増
加
す
る
も
の

の
、
平
成
32
年
度
に
は
減
少
を
見
込
み
、
市
街
地
開
発
組
合
残
余
財
産

収
入
を
新
た
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
基
金
に
積
み
立
て
る
な
ど
、
財
政
の
安
定

性
や
健
全
性
の
維
持
に
対
す
る
努
力
を
評
価
し
ま
す
。
中
長
期
を
見
据

え
行
財
政
改
革
の
徹
底
を
図
っ
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

◆
未
来
都
市
の
実
現
に
向
け
た
確
か
な
一
歩
◆

　
子
育
て
・
教
育
や
健
康
・
福
祉
、
魅
力
創
造
・
交
流
の
取
り
組
み
、

産
業
分
野
で
は
「
ゆ
う
だ
い
21
」
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
支
援
、
交
通

の
分
野
で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
、
公
共
交
通
の
充
実
な
ど
の
施
策
事
業

に
対
し
て
、
優
先
的
、
重
点
的
に
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
が
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
的
に
発
展
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
財
政
の
健
全
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
未
来
都
市

の
実
現
に
向
け
た
確
か
な
一
歩
と
な
る
予
算
で
あ
る
と
高
く
評
価
す
る

と
と
も
に
、
我
が
会
派
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
、
大
い
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　３月23日に開かれ

た第１回定例会最終

日の本会議で、わが

会派の小林紀夫議員

が第72代議長に選出

されました。

　３月23日に開かれ

た第１回定例会最終

日の本会議で、わが

会派の塚原毅繁議員

が第83代副議長に選

出されました。



　宇都宮市と芳賀町などが導入計画を進め

ているLRT（次世代型路面電車）について、

国土交通省は20日、軌道整備のために必要

な工事施行を認可した。認可の対象は、Ｊ

Ｒ宇都宮駅東口から芳賀・高根沢工業団地

までの約14.6km区間。LRTの全線新設は全

国初めてで、2022年3月の開業を目指し、

速やかに整備工事に着手する。

　また、県は22日、都市計画法に基づく都

市計画事業認可を出した。

　この認可を得たことにより、都市計画決

定された軌道や道路の整備が今後のまちづ

くりに必要不可欠な都市の装置として事業

が施行されることになる。

　県の都市計画事業認可も得たことで、新

年度には本格的な工事に入る見通しとなっ

ている。渇水期のみ工事可能な鬼怒川に架

ける橋梁や、車両基地を先行して整備する。

　宇都宮市と芳賀町が導入するLRT車両の

設計事業者が、２月22日に「新潟トランシ

ス株式会社」となることが決定した。車両

の設計事業者は公募型プロポーザル方式に

よって選定され、車両の性能やデザイン性、

維持管理性等に関する評価が行われた。

　新潟トランシス株式会社は、福井鉄道や

富山ライトレール、岡山電気軌道、万葉線

などの軌道事業者に車両を導入している。

　今後、車両のデザイン案を検討し、市民

や町民等を対象とする「車両デザインアン

ケート」を実施した上で、車両のデザイン

が決定され、来年度中の車両設計認可申請・

取得を目指していく。

　自民党議員会では、子どもからお年寄り

まで誰もが快適に暮らせる「うつのみや」

を目指し、コンパクトシティや公共交通の

充実に取り組んできました。引き続き頑張

ってまいります。

（2）

新は新規事業（抜粋）

◆結婚・妊娠・出産の希望をかなえる支援
◆子育て環境の充実
◆子育て支援の充実
◆確かな学力を育む教育の推進
　　新小学校の道徳を教科化
◆教育環境の充実
　　新単独で部活動の指導全般が可能な部活動指導員制度の導入
◆スポーツ活動の推進
　　新宮原運動公園　野球場解体工事，仮設野球場整備工事（H31
　　新年度供用開始）

◆からだとこころの健康づくりの推進
　　新40歳以上の乳がん検診に超音波検査を導入
　　新小中学校における歯科健診時に使用する器具の滅菌処理の実施
◆地域における健康づくりの充実
　　新市民の健康づくり活動に対し、ポイントを付与
◆地域で安心して暮らせる環境の充実
　　新障がい者の一般就労への移行に向けた「障がい者就職ガイダンス」の実施
◆地域包括ケアシステムの構築
　　新医療・介護連携支援センターの設置
　　新認知症初期集中支援チームの設置

◆地域の安全対策の推進
◆災害対応力の強化
　　新田川・姿川洪水ハザードマップの改訂・配布
　　新道路の陥没事故を防止するため、道路下の空洞調査を実施
◆協働によるまちづくりの推進
　　新まちづくり活動情報を発信、活動に参加した市民にポイントを
　　　付与する仕組みの構築及び導入に向けた試行運用の実施
◆女性の活躍推進
　　新新規雇用、事務所改修費及び借上料に対する助成など
　　　女性を新規雇用する場合は助成額を上乗せ

◆東京圏からの移住・定住、企業立地等の促進
　　新「（仮称）みや暮らし体験事業」の実施
　　新Uターン就職を促進するための高校生向け啓発事業
◆大谷地域の振興
　　新大谷周辺地域の地域資源を活用した観光関連事業の推進に
　　　向けた実証調査等の実施
　　新産業観光推進に向けた受入環境の整備
◆魅力ある観光と交流の促進
　　新市内の宿泊施設において「地産地消朝食フェア」を実施
◆中心市街地の活性化

◆産業の集積と振興
　　新産業拠点等における土地利用検討調査の実施
◆雇用の創出と安定
　　新より働きやすい職場環境の創出に向けた「働き方改革セミナー」の開催
◆中小企業振興の推進
　　新中小企業の経営力強化・生産性向上のためのＩＣＴ導入経費への助成
◆農業の生産力の向上
　　新新里ねぎの生産作業省力化に適した機械開発に必要な実証実験への支援
　　新園芸用作業機械導入への助成
◆農業の販売力の向上

◆都市拠点の形成
◆地域拠点等の形成
　　新ＬＲＴ車両基地周辺の土地利用検討調査
　　新地域拠点における生活利便施設立地への助成
◆魅力ある都市景観づくり
　　新ネットワーク型コンパクトシティ形成と連携した魅力ある景観づくりの推進
◆公共交通ネットワークの構築
　　新ＪＲ宇都宮駅西側におけるＬＲＴ事業化検討調査の実施
◆道路ネットワークの構築
◆自転車のまち宇都宮の推進



―
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業

は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
と
と
も
に
本
市

の
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
事
業
を

成
功
さ
せ
、
本
市
も
優
れ
た
都
市

の
仲
間
入
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
地
元
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
、

地
元
企
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る

と
し
た
こ
と
は
地
域
経
済
を
支
え

る
た
め
の
重
要
な
取
組
と
評
価
す

る
。
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
地
元
企
業
を

活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

佐
藤
市
長
　
２
社
以
上
の
市
内
業

者
を
構
成
員
に
含
む
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
を
条
件
と
す
る
な

ど
、
本
市
の
経
済
や
雇
用
を
支
え

る
地
域
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る

よ
う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
平
成
30
年

度
当
初
予
算
案
、
第
６
次
宇
都
宮

市
総
合
計
画
、
う
つ
の
み
や
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
）
②
子
ど
も

の
家
等
事
業
の
あ
り
方
見
直
し
③

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
（
豊
か
な

自
然
の
活
用
、
う
つ
の
み
や
文
化

の
森
の
活
用
）

―
市
民
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
対
す
る
理
解

は
着
実
に
進
み
、
駅
西
側
へ
の
Ｌ

Ｒ
Ｔ
整
備
に
対
す
る
期
待
も
日
に

日
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
商

業
の
活
性
化
、
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
の
向
上
な
ど
の
効
果
が
見
込

ま
れ
、
市
民
が
宇
都
宮
を
全
国
に

誇
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
。
整
備
に
向
け
た
課
題
検
討

調
査
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
検
討
状
況
と
新
年
度

以
降
の
取
組
内
容
は
。

佐
藤
市
長
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

の
形
成
を
支
え
る
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
基
軸
。
新
年
度
に
は
、

概
算
事
業
費
や
整
備
概
要
を
取
り

ま
と
め
、
駅
西
側
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備

の
具
体
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
②
本
庁
舎
に

お
け
る
ト
イ
レ
の
洋
式
化
③
奈
坪

川
の
整
備
④
上
下
水
道
事
業
に
お

け
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
⑤
中
学
校
の
制
服
⑥
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育

成

―
晩
婚
化
、
晩
産
化
を
背
景
に
、

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
が
増
加
。

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
に
対
し
、

国
の
助
成
に
加
え
、
本
市
独
自
の

上
乗
せ
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

不
妊
治
療
を
受
け
る
方
に
と
っ
て

は
、
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
に

加
え
、
高
額
な
治
療
費
に
よ
る
経

済
的
な
負
担
は
重
い
。
来
年
度
の

不
妊
治
療
費
の
助
成
拡
充
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
制
度
内
容
や
周
知

の
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
本
年
４
月
か
ら
、
初

回
治
療
費
の
助
成
額
を
中
核
市
ト

ッ
プ
と
な
る
30
万
円
か
ら
45
万
円

ま
で
に
上
限
額
を
拡
充
す
る
な
ど
、

更
な
る
支
援
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
制
度
内
容
を
確
実
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
効
果
的
な
制
度

周
知
に
努
め
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
宇
都
宮
大

学
等
の
存
在
意
義
と
共
生
、
峰
地

区
へ
の
今
後
の
対
応
、
国
際
化
ほ

か
）
②
親
子
支
援
（
要
支
援
児
童

健
全
育
成
事
業
、
医
療
的
ケ
ア
児

に
対
す
る
取
り
組
み
）
③
Ｌ
Ｒ
Ｔ

に
つ
い
て
（
市
民
理
解
促
進
の
取

り
組
み
ほ
か
）

―
自
然
や
緑
の
多
い
こ
と
が
、
宇

都
宮
の
魅
力
と
多
く
の
人
が
考
え

て
い
る
が
、
緑
地
の
減
少
を
、
食

い
止
め
る
事
は
出
来
て
い
な
い
。

里
山
や
森
林
を
伐
採
し
、
宅
地
分

譲
や
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置

が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
沢
山
あ

る
。
欧
州
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事

は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
市

街
化
区
域
の
内
外
を
問
わ
ず
、
緑

地
の
開
発
に
関
し
、
制
限
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

佐
藤
市
長
　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形
成
に

お
い
て
、
「
緑
地
の
保
全
」
は
重

要
な
取
組
。
風
致
地
区
で
の
民
間

開
発
等
の
規
制
や
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
開
発
許
可
基
準
の
適

正
運
用
に
取
り
組
む
な
ど
、
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
も
、

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
る

よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
②
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
③
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備

事
業
の
事
業
者
選
定
④
環
境
行
政

⑤
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
⑥
宮

原
運
動
公
園
の
東
側
道
路
の
整
備

⑦
心
身
を
育
む
た
く
ま
し
い
教
育

―
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
必
要
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
進
め
、
生
産
者

の
所
得
向
上
を
図
り
、
担
い
手
の

育
成
や
確
保
を
促
進
す
べ
き
。
来

年
度
に
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
フ
ォ
レ
ス
ト
が
沖

縄
県
う
る
ま
市
で
直
売
運
営
に
乗

り
出
す
。
連
携
す
る
こ
と
で
本
市

農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
チ
ャ

ン
ス
。
海
外
の
流
通
も
含
め
、
農

産
物
の
流
通
と
販
売
戦
略
の
取
り

組
み
は
。

佐
藤
市
長
　
輸
出
も
含
め
た
農
産

物
の
新
た
な
販
路
の
開
拓
や
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
は
、
大
変
重
要
。

新
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、
農
産

物
の
流
通
・
販
売
戦
略
の
強
化
策

を
計
上
し
た
。
関
係
機
関
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
本
市
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
販
売
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
②
公
共
施
設

の
管
理
�
結
婚
の
支
援
③
多
世
帯

家
族
同
居
の
支
援
�
耕
作
放
棄
地

の
活
用
④
国
の
米
政
策
見
直
し
に

よ
る
本
市
の
取
り
組
み
⑤
不
登
校

対
策

―
新
里
ね
ぎ
が
、
平
成
29
年
５
月

に
栃
木
県
内
で
初
め
て
、
国
の
地

理
的
表
示
保
護
制
度
、
通
称
Ｇ
Ｉ

に
登
録
さ
れ
た
。
地
元
の
生
産
者

の
意
欲
も
大
い
に
高
ま
り
、
生
産

拡
大
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
の

声
も
聞
い
て
い
る
。
「
競
争
力
あ

る
農
業
生
産
体
制
の
構
築
」
の
中

で
、
「
新
里
ね
ぎ
の
生
産
省
力
化

に
適
し
た
機
械
開
発
に
必
要
な
実

証
実
験
へ
の
支
援
」
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
生
産
者
を
支
援
し
、

産
地
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

矢
古
宇
経
済
部
長
　
「
新
里
ね
ぎ
」

は
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の

ひ
と
つ
。
生
産
拡
大
に
あ
た
り
、

機
械
開
発
が
早
期
に
実
現
で
き
る

よ
う
、
企
業
が
行
う
新
商
品
創
出

の
た
め
の
研
究
開
発
な
ど
を
支
援

し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
医
療
、
介
護
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
②
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
③
ジ

ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
充
実
④
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み
の

進
め
方
⑤
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
資
す
る

新
た
な
居
住
促
進
策
ほ
か

講師の田中所長

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
３
月
12
日
、

清
原
工
業
団
地
に
あ
る
デ
ュ
ポ
ン
株
式
会

社
宇
都
宮
事
業
所
の
田
中
雅
明
所
長
を
講

師
に
迎
え
、
宇
都
宮
市
へ
の
移
住
促
進
に

向
け
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
デ
ュ
ポ
ン
は
、
米
国
に
本
社
を
置
く
外

資
系
企
業
。
宇
都
宮
工
場
に
も
多
数
の
従

業
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
の
一
部
に
、
本
市
が
進
め
て
い

る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
建

設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
通
勤
時
の
渋
滞

解
消
に
向
け
た
公
共
交
通
の
推
進
や
宇
都

宮
市
へ
の
移
住
促
進
な
ど
に
つ
い
て
の
提

案
も
頂
き
ま
し
た
。

　
事
業
所
の
立
地
場
所
に
宇
都
宮
市
を
選

ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
、
都
心
か
ら
１
時

間
と
い
う
通
勤
時
間
の
短
さ
な
ど
の
ほ
か
、

技
術
力
が
高
い
企
業
が
揃
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　
通
勤
時
の
渋
滞
や
事
故
の
危
険
性
に
つ

い
て
は
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
企
業
内
で
も

Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
通
に
期
待
す
る
声
が
多
数
集
ま

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
「
物
価
の
安
さ
や
自
然
と
の
調

和
、
災
害
の
少
な
さ
、
子
育
て
政
策
な
ど
、

宇
都
宮
に
は
住
ん
で
み
な
い
と
解
ら
な
い

魅
力
が
沢
山
あ
る
。
宇
都
宮
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
、
移
住
促
進
に
繋
げ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
政
策
に
期
待
し
て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。



　宇都宮市議会は２月23日から３月23日までの29日間の会期で
平成30年第１回定例会を開き、平成30年度宇都宮市一般会計予
算案、平成29年度宇都宮市一般会計補正予算案など、市執行部
から提出された58議案を原案通り可決しました。
【市執行部提出議案】
◆人事案　2件
●宇都宮市公平委員会委員の選任について （２件）
◆予算案　33件
●平成29年度宇都宮市一般会計補正予算
●平成29年度宇都宮市特別会計補正予算（15件）
●平成30年度宇都宮市一般会計予算
●平成30年度宇都宮市特別会計予算
（国民健康保険、介護保険、母子父子寡婦福祉資金貸付事業、
後期高齢者医療、生活排水処理事業、競輪駐車場、都市開
発資金事業、鶴田第2土地区画整理事業、宇大東南部第1土
地区画整理事業、宇大東南部第2土地区画整理事業、岡本駅
西土地区画整理事業、育英事業＝13件）
●平成30年度宇都宮市水道事業会計予算
●平成30年度宇都宮市下水道事業会計予算
●平成30年度宇都宮市中央卸売市場事業会計予算
◆条例案　18件
●宇都宮市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正など、
条例の一部改正12件
●宇都宮市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関す
る基準を定める条例の制定など、条例の制定５件
●都市計画法第34条第11号の規定に基づく開発行為の許可基準
に関する条例の廃止
◆その他の事件議決案　5件
●宇都宮市総合計画基本構想の策定について
●包括外部監査契約の締結について
●市町の境界変更について
●市町の境界変更に伴う財産処分に関する協議について
●財産の処分について
� ＝以上原案通り可決

●LRTに関わる「整備費予算の否決」と「導入計画の白紙撤回」等を

求める陳情� ＝不採択

●LRT整備工事関連予算の削除を求める陳情� ＝不採択

●住宅環境の安全確保についての陳情� ＝不採択

●安全な生活域確保のための宅地・住宅開発許可についての陳情

� ＝不採択


